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注 意 事 項

1.試験開始の合図があるまで,こ の問題冊子の中を見てはいけません。

2.解答にあたつては,上記の科目から1科 目を選択しなさい。

3.解答はすべて別紙の解答用紙に記入しなさい。

4.試験終了後,問題冊子・選択しなかった解答用紙は持ち帰りなさい。

(Sa① )

問



数  学

次の I,I,Iの 設間について解答せよ。ただし, I, Iに ついては問題文中の

にあてはまる適当なものを,解答用紙の所定の欄に記入せよ。なお,解答が

分数になる場合は,すべて既約分数で答えること。

I

〔1)

(1)χ は実数,α ,ι は0以上の定数とし,次の条件 P,Q,Rを 考える。

P:  ノ ー 9χ +8<0

Q:(χ _α )2≦ 4

R: lχ -11≦ ι

① Pを満たすχの値の範囲は

② Pが Qの必要条件であるとき,α の値の範囲は である。

③ Qが Rの必要十分条件であるとき,α ,わ の値は α=

=II

(2)χ ,ノ は実数 とする。次の にあてはまるものを下の選択肢より

う = である。

ア である。

オ

1つ選び記号で答えよ。

① χ2+ノ2=0は ,〃 =0であるための

【選択肢】

② (χ -1)(ノ ー1)≧ 0は ,χ ≧1ま たはノ≧1であるための

③ χが有理数であることは,χ
2,χ5がともに有理数であるための

② 必要十分条件である。

○ 必要条件であるが十分条件でない。

③ 十分条件であるが必要条件でない。

② 必要条件でも十分条件でもない。
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ク

〔2〕 α,わ ,θ は定数とする。2次関数夕=αχ
2+レ 十ι・……① のグラフが3点

A(4, 2),B(1, -1),C(-1, 7)を 通る。

(1)2次関数①は,ノ = である。

(2)2次関数①のグラフ上の点Dが,AD=BDを 満たすとき,点 Dの座

である。ただし, 1≦ ケ ≦4で あコ

)

る。次に, 3点 A,D,Bと 点 Eでできる四角形 ADBEがひし形である

標 は , ケ

/

とき,点 Eの座標は
t
サ ン

ヽ

すである。

(3)点 Pは ,2次関数①のグラフ上の点Aから点 Bの間にある。点Pと 直

線 ABと の距離が最大となるのは,点 Pの χ座標が ス のときである。

またそのときの最大値は セ である。
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〔3〕 0≦χ≦サ,0≦ノ≦サ ・① とし,連立方程式

|

cos2y = sin,

siny : sin2r

②

③

を考える。②の右辺について,すべてのχで sin χ=cos

【選択肢】

(
ソ が成 り

)

立ち,①の範囲により,2ノ = を得る。 は,次の選択肢から

正しいものを 1つ選び記号で答えよ。

ソ

②
π

2~χ ○サ+χ ③π ~χ ②  π +χ
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次に,③の右辺について,すべてのχで sin 2χ =sin

ち,①の範囲により,ノ =2χ,ま たは,ノ = を得る。

の選択肢から正しいものを 1つ選び記号で答えよ。

【選択肢】

)
が成 り立

は,次

②サー2χ  Oサ +2χ  ③π-2χ  ②π+2χ

2ノ =

χ

ソ と ノ=2χ ,お よび 2夕 = ソ
し __C ノ ~

=0……⑥

から,

とする。チ ツ を得る。ただし, チ

次に,2倍角の公式を使うと,

② は  sin χ =1- ア ④

③ は  sin y= ⑤

となる。ただし, はχを含まず ,
は夕を含まない。④,⑤よ

り,sin夕 を消去し ′=sin χとおいて整理すると整数係数の′の 4次方程式

.4
J‐
 ~ t2-t+ ヌ

が得られる。χ= チ のときは 0<′ <1であるので,⑥を解くと

′ = となる。

a, (. stn チ である。
(

タ

タ タ

タ

ツ

ア
■
ド

ナ

不

不ヽ
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Ⅱ Aさ んは2024年 1月 1日 より,毎年一定金額を積み立てて預金をすることにし

た。いま,2つの銀行があり,どちらの銀行のほうがよりお金が貯まるかを考えて

いる。銀行 Gは利率が単利計算の口座で,銀行 Hは利率が複利計算の回座という

違いがある。

ここで
,

0単利計算とは預け入れ期間中の元金についてのみ利息をつける方法

・ 複利計算とは預け入れ期間の途中でそれまでについた利息を元金に加え,その金

額をもとに利息をつける方法

である。

なお,Aさ んは毎年 1月 1日 にお金を預けるものとする。また,利息はその年の

12月 31日 につくものとし,以降π年後と表記したときはπ年後の 12月 31日 に利

息がついた直後とする。

ただし, 1.012= 1.020, 1.013= 1.030, 1.014= 1.040, 1.015= 1.051,

1.0514 = 2.000, 1.0515=2.080, log10 2= 0.301, log10 3 =0.477,

log10 5=0699,log10 1.04=0.017と して計算せよ。

〔1〕 まず Aさ んが毎年 10000円ずつ 1年間の利率が 1%である銀行 Gに積み立

てる場合を考える。銀行 Gは単利計算の回座のため,1年 目に預けたお金は

1年後に 10000× 0.01=100円 の利息がつくので,元金と利息を合わせた金

額である元利合計 は 10100円 となる。 1年 目に預 けたお金 は 2年 後 に

10000× 0.01+10000× 001=200円 の利息がつくため元利合計は 10200円

となる。 1年 目に預けたお金は 3年後に 円だけ利息がつくため元利合ア

計は 円となる。Aさ んが毎年 10000円ずつ 5年 間銀行 Gで積み立て

を行った場合,元利合計は 5年後に 円となる。

一方で,毎年 10000円ずつ 1年間の利率が 1%である銀行 Hに積み立てる

場合を考える。銀行 Hは複利計算の口座のため,1年 目に預けたお金は 1年

後に 10000× 001=100円 の利息がつき,元利合計は 10100円 となる。 2年

後には 1年 目の元利合計である 10000(1+0.01)円 を元金として利息がつく

ので,その元利合計は

ノ
４

ウ
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オ

10000(1 +0.01)+ 10000(1 +0.01)×  0.01 = 10000(1 +0.01)2

より10200円 となる。 1年 目に預けたお金の 3年後の元利合計は,

Jl 円

となる。Aさ んが 5年間銀行 Hで積み立てを行った場合,元利合計は 5年後

に 円となる。したがって,Aさ んはより多くの元利合計を得ることの

できる銀行

答せよ。

に預け入れる。なお ,
は Gか Hの どちらかで解

〔2〕 毎年C円ずつ1年間の利率がγである銀行Gに積み立てる場合,1年 目に

預け入れた C円 はη年後に

とるとη年後の元利合計は

×C円 になる。同様に,毎年 1月 1

×C円 となる。

(

/
I

l

＼

ン

)

日に預け入れた C円がη年後にいくらになっているかを考え,それらの和を

〔3〕 毎年C円ずつ1年間の利率が″である銀行Hで積み立てる場合,χ 年後の

元利合計は初項 ケ ,公比 ,項数πの等比数列の和となる。しコ

たがって,元利合計は サ ×C円 となる。

〔4〕 1年間の利率が5%であるときに,銀行Hで 14年後に元利合計が63万円

〔5〕 1年間の利率が4%であるときに,日標の元利合計を104万円として毎年4

ス 年後にこの目標を

になるためには,毎年 円ずつ積み立てればよい。

万円ずつ銀行 Hで積み立てる。このとき,最短で

達成することができる。

カ カ

キ

ク
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Ⅲ 次の図のように7つの部分に分けられた長方形がある。7つの部分A～ Gを絵の

具を使って塗り分ける。ただし,隣 り合う部分には異なる色を塗るものとする。

例えば,Aと B,Aと Dは隣 り合 うため異なる色を塗る。また,Aと E,Cと E

は隣 り合わないため同じ色を塗ってもよい。このとき,次の問いに答えよ。

〔1〕

(1)7色 で塗り分ける方法は何通りあるか求めよ。

(2)π を自然数とする。κ色で 7つの部分を塗り分けるとき,最小のηの値

を求めよ。また,そのとき,塗 り分ける方法は何通りあるか求めよ。

(3)5色 で塗り分ける方法は何通りあるか求めよ。

〔2〕 「赤」と書かれたカードが 3枚,「青」と書かれたカードが 2枚 ,「黄」と書

かれたカードと,「緑」と書かれたカードがそれぞれ 1枚ある。これら7枚の

カードをよく混ぜて,一列に並べる。最初のカードに書かれている色を部分A

に塗る。 2番目のカードに書かれている色を部分 Bに塗る。このように,一

列に並んでいるカードの順番にしたがって,そのカードに書かれている色を部

分Aか らアルファベット順に部分 Gま で塗る。

(1)隣 り合う部分が異なる色で塗り分けられている確率を求めよ。

(2)隣 り合う部分が異なる色で塗り分けられているときに,部分Aの色が

「黄」または「緑」である確率を求めよ。

図

A D

GB E

C F
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